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12月定例議会で決まったこと
12月定例議会では、一般会計補正予算など51件の議案を可決し、１件を継続審査としました。また、３件の報告

を受けました。陳情については、１件を採択、１件を不採択としました。

一般質問では３日間で15名が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策、地域新電力会社、野口遵記念館建設

事業など多岐にわたり、活発な議論が交わされました。

議　案　名 結 果
令和２年度延岡市一般会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市介護保険特別会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市下水道事業会計補正予算 原案可決

延岡市政策等の形成過程における市民等参加条例の制定 継続審査

延岡市火災予防条例の一部改正 原案可決

新型コロナウイルス感染症緊急対策利子補給基金条例の制定 原案可決

延岡市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市立保育所条例の一部改正 原案可決

市道の路線認定（２路線） 原案可決

指定管理者の指定（延岡市民協働まちづくりセンター）　外26件 原案可決

延岡市一般職職員給与条例の一部改正 原案可決

延岡市特別職職員給与条例の一部改正 原案可決

延岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正 原案可決

延岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決

工事請負契約の締結（市営住宅（一ケ岡Ａ団地）３工区Ｏ棟建築主体工事） 原案可決

工事請負契約の締結（市営住宅（一ケ岡Ａ団地）３工区Ｐ棟建築主体工事） 原案可決

令和２年度延岡市一般会計補正予算（二次分） 原案可決

令和２年度延岡市国民健康保険特別会計補正予算（二次分） 原案可決

令和２年度延岡市介護保険特別会計補正予算（二次分） 原案可決

令和２年度延岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（二次分） 原案可決

令和２年度延岡市水道事業会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市下水道事業会計補正予算（二次分） 原案可決

令和２年度延岡市一般会計補正予算（三次分） 原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任（山田 文美氏） 原案同意

報　告　案　件
専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償額の決定）　外２件

陳 情 結 果
「愛宕山公園」を「愛宕山笠沙の御碕公園」へ改称することを求める陳情 採  択

緊急雇用者の契約期限延長の条件等について緩和を求める陳情 不 採 択
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子
ど
も
の
貧
困
と
虐
待

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
の

子
ど
も
の
貧
困
と
虐
待
の
対
策

は
。

【
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
は
今
後
も
貧
困

や
児
童
虐
待
な
ど
様
々
な
場
面

に
出
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
家
計
へ
の
支
援
も

含
め
、
必
要
な
支
援
や
対
応
を

迅
速
に
行
う
。

安
心
安
全
確
保
の
道
路
整
備

【問
】
区
画
整
理
が
さ
れ
て
い
な
い

地
域
や
、
古
川
・
松
山
地
区
の
よ

う
に
区
画
整
理
等
に
よ
り
将
来

交
通
量
が
多
く
な
る
地
域
に
対

し
て
の
道
路
整
備
等
の
考
え
は
。

【
答
】
全
線
改
良
が
で
き
な
い
路
線

に
つ
い
て
は
、
「
安
心
安
全
プ
ラ
ス

ワ
ン
改
良
事
業
」
に
よ
る
部
分
改

良
な
ど
で
安
全
性
等
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

台
風
10
号
の
教
訓

東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

【
問
】
地
域
再
生
計
画
最
終
年
度

と
な
る
来
年
度
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想
の
取

り
組
み
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の

効
果
検
証
分
析
調
査
事
業
を
進

め
て
い
る
。
令
和
三
年
度
は
、
そ
の

調
査
結
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
各

種
事
業
の
よ
り
効
果
的
な
実
施

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。
料
理
人
と
生
産
者
の
連
携

も
強
め
な
が
ら
、
更
な
る
食
の
魅

力
向
上
と
食
を
活
か
し
た
観
光

誘
客
に
努
め
て
い
き
た
い
。

西
階
野
球
場

【
問
】
改
修
で
は
な
く
新
設
す
る

考
え
は
。

【
答
】
施
設
の
状
況
や
課
題
を
整

理
し
、
必
要
な
野
球
場
の
機
能
や

規
模
、
費
用
対
効
果
な
ど
、
様
々

な
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
。
整

備
方
針
は
、
今
後
、
明
ら
か
に
す

る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

九
州
保
健
福
祉
大
学

特
殊
詐
欺
予
防

【
問
】
電
話
を
か
け
て
き
た
人
に

「
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
に
こ
の

会
話
は
録
音
さ
れ
ま
す
」
と
予

告
し
て
録
音
を
始
め
る
通
話
録

音
装
置
を
高
齢
者
に
配
布
し
て

は
ど
う
か
。

【
答
】
特
殊
詐
欺
防
止
に
は
留
守

番
電
話
機
能
の
活
用
が
大
変
有

効
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
、

消
費
者
の
安
心
安
全
を
守
る
た

め
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
録
音

装
置
は
県
警
本
部
が
貸
出
し
を

し
て
い
る
の
で
、
防
犯
協
会
と
連

携
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
整
備

【
問
】
育
児
休
暇
中
の
継
続
保
育

の
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
来
年
度
か
ら
、
育
児
休
暇

取
得
時
に
保
護
者
か
ら
の
申
請

が
あ
れ
ば
、
一
定
期
間
継
続
利
用

で
き
る
よ
う
判
断
基
準
を
緩
和

し
て
い
く
方
向
で
、
各
園
等
と
調

整
を
進
め
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
実
践
事
業

注
１

再
開
発
ビ
ル
の
進
捗
と
課
題

【
問
】
エ
ン
ク
ロ
ス
と
と
も
に
駅
周

辺
エ
リ
ア
整
備
の
核
と
な
る
再

開
発
ビ
ル
の
進
捗
と
課
題
は
。

【
答
】
令
和
三
年
十
月
頃
に
工
事

完
了
の
見
込
み
で
、
Ｉ
Ｔ
企
業
等

の
入
居
も
内
定
し
、
テ
ナ
ン
ト
は

９
割
超
が
決
定
し
て
い
る
が
、
飲

食
店
は
コ
ロ
ナ
禍
で
新
規
出
店
の

余
裕
は
な
い
と
の
声
が
多
い
状
況

で
あ
る
。
飲
食
店
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
誘

致
に
取
り
組
む
。

市
庁
舎
レ
ス
ト
ラ
ン
の
活
用

【
問
】
二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
閉
店

し
て
７
ケ
月
が
経
つ
。
こ
の
ス
ペ
ー

ス
の
空
白
は
も
っ
た
い
な
い
と
感

じ
る
。
こ
の
間
、
ど
の
よ
う
に
管

理
し
て
き
た
の
か
。

【
答
】
市
内
介
護
保
険
事
業
者
へ
の

マ
ス
ク
配
付
会
場
や
特
別
弔
慰
金

の
受
付
会
場
と
し
て
利
用
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
再
開
に
向
け
、
一
月

中
に
は
募
集
を
開
始
し
、
早
期
再

開
に
努
め
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
標
と
課
題

公明党市議団
小野 正二 議員

令和のべおか 
市民派クラブ
上杉 泰洋 議員

自民党きずなの会
松田 満男 議員

公明党市議団
比江島久美子 議員

友愛クラブ
甲斐 行雄 議員

議員15名が一般質問市政を問う！市政を問う！ 12月８日 質問

＊注１「継続保育」  育児休業取得時に、既に保育を利用している子が継続して保育を利用すること。

富
美
山
通
線
整
備

【
問
】
路
面
の
段
差
が
多
く
車
両

が
走
り
に
く
い
こ
と
や
、
バ
イ
ク

が
段
差
を
避
け
て
蛇
行
し
て
走

り
危
険
で
あ
る
と
い
っ
た
苦
情
が

絶
え
な
い
。
路
面
の
全
面
改
修
が

必
要
と
思
う
が
、
現
状
と
対
策

は
。

【
答
】
そ
の
都
度
、
路
面
の
悪
い
箇

所
の
補
修
を
行
っ
て
い
る
。
損
傷

が
著
し
い
箇
所
は
全
幅
改
修
を
検

討
す
る
。

通
学
路
の
斜
面
崩
落
防
止
策

【
問
】
国
土
交
通
省
が
「
通
学
路
・

バ
ス
路
線
の
道
路
に
関
す
る
民

有
地
の
斜
面
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
」
と
い
う
通
知
を
出
し
た
。
今

ま
で
な
か
っ
た
事
業
費
が
認
め

ら
れ
る
画
期
的
な
も
の
だ
が
、

本
市
で
も
「防
災
・
安
全
交
付
金
」

を
活
用
し
、
通
学
路
に
お
け
る
民

有
地
の
斜
面
の
崩
落
防
止
対
策

を
進
め
て
は
。

【
答
】
今
後
取
り
組
む
事
業
に
、
該

当
す
る
民
有
地
斜
面
が
生
じ
る

場
合
は
積
極
的
に
活
用
す
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

北
川
町
小
川
の
河
川
護
岸
整
備
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12月９日 質問

新
型
コ
ロ
ナ
復
興
大
イ
ベ
ン
ト

【
問
】
事
業
者
の
損
害
や
活
気
を

取
り
戻
す
た
め
、
今
年
度
中
止

と
な
っ
た
事
業
の
減
額
分
を
来

年
度
の
事
業
と
し
て
予
算
化
し

て
は
。

【
答
】
来
年
度
当
初
予
算
に
、
今

年
度
中
止
と
な
っ
た
財
源
を
活
用

し
、
経
済
対
策
に
取
り
組
む
。

災
害
時
指
定
避
難
場
所

【
問
】
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た

戸
別
調
査
を
実
施
し
、
避
難
場

所
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、
利
用
者

の
事
前
登
録
制
に
し
て
は
。

【
答
】
大
変
効
果
的
な
方
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
し

た
い
。

不
審
者
対
策

【
問
】
不
審
者
へ
の
抑
止
方
法
と
し

て
、
看
板
を
設
置
し
て
は
。

【
答
】
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
看
板
設

置
が
有
効
な
場
合
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
必
要
な
所
が
な
い
か
各

地
域
や
警
察
署
と
話
を
詰
め
て

い
き
た
い
。

え
ん
キ
ッ
ズ

【
問
】
大
型
遊
具
設
置
に
つ
い
て
、

施
設
管
理
者
と
の
話
し
合
い
の

場
を
設
け
て
は
。

【
答
】
指
定
管
理
者
と
、
そ
の
規
模

や
管
理
方
法
等
を
含
め
、
引
き

続
き
協
議
を
重
ね
る
。

市
道
改
良

【
問
】
地
元
区
長
の
要
望
の
全
案

件
を
的
確
に
処
理
す
る
た
め
、

事
業
年
度
中
に
定
期
的
に
事
案

を
検
討
す
る
審
査
会
を
設
置
し

て
は
。

【
答
】
改
良
計
画
の
見
直
し
を
含

め
る
こ
と
で
、
審
査
会
の
機
能
を

果
た
す
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

汚
水
浄
化
機
材
の
配
置

【
問
】
東
南
海
地
震
が
想
定
さ
れ

る
現
在
、
災
害
時
に
い
つ
で
も
川

の
水
等
を
浄
化
で
き
る
緊
急
用

の
浄
水
機
を
設
置
し
、
水
防
訓

練
等
で
実
践
し
て
は
。

【
答
】
緊
急
用
の
浄
水
機
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
、
市
で
実
施
す
る
水

防
訓
練
等
の
中
で
実
証
的
に
活

用
す
る
な
ど
実
践
し
て
い
き
た
い
。

山
岳
救
助

【
問
】
今
後
の
連
携
の
在
り
方
は
。

【
答
】
地
元
消
防
団
や
警
察
、
防

災
ヘ
リ
等
と
の
連
携
が
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
毎
年
、
防
災
ヘリ
と
救

助
の
連
携
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

活
動
し
て
い
く
。

少
人
数
学
級

【
問
】
児
童
生
徒
の
丁
寧
な
指
導

や
先
生
方
の
働
き
方
改
革
に
影

響
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

【
答
】
一
人
一
人
に
目
が
届
き
や

す
く
、
学
習
面
や
生
徒
指
導
面

に
お
い
て
、
き
め
細
や
か
な
指
導

が
で
き
る
。
教
育
的
効
果
の
高
さ

は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。

公
契
約
条
例

【
問
】
制
定
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

【
答
】
当
面
は
、
賃
金
や
労
働
環

境
等
に
注
意
を
払
い
、
必
要
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。
ま
ず
は
、

委
託
業
務
に
つ
い
て
、
本
市
の
契

約
実
例
の
中
か
ら
実
態
を
調
べ
た

い
。

介
護
予
防
と
自
立
支
援

【
問
】
和
光
市
の
和
光
モ
デ
ル

は
要
支
援
・
要
介
護
認
定
率
が

10
％
未
満
で
推
移
し
て
い
る
。
本

市
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
だ
が
、
認
定

率
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

【
答
】
認
定
率
を
下
げ
る
こ
と
を

自
立
支
援
の
取
り
組
み
の
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人

の
実
情
に
あ
っ
た
介
護
予
防
事
業

「
延
岡
方
式
」
を
確
立
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
令
和
三

年
一
月
か
ら
「
地
域
公
共
交
通

を
活
用
し
た
介
護
予
防
事
業
」
の

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

【
問
】
南
方
地
区
・
西
階
地
区
へ
の

路
線
開
設
の
可
能
性
は
。

【
答
】
現
在
、
関
係
者
と
協
議
中

だ
が
、
車
両
や
乗
務
員
の
確
保
の

課
題
も
あ
る
。
ま
ち
な
か
循
環
バ

ス
以
外
の
方
法
が
適
し
て
い
る
地

域
に
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

運
行
す
る
移
動
手
段
の
構
築
を

市
が
補
助
し
て
活
用
を
促
す
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

進
学
以
外
の
進
路
指
導

地
域
新
電
力
会
社

【
問
】
昨
年
度
の
可
能
性
調
査
で

は
、
公
共
施
設
へ
の
電
力
供
給
に

よ
り
、
設
立
の
翌
年
か
ら
黒
字
化

す
る
と
い
う
結
論
が
、
今
回
の
創

業
事
業
計
画
の
仕
様
書
で
は
、
公

共
施
設
へ
の
電
力
供
給
に
依
存
し

な
い
事
業
構
造
を
目
指
す
と
し

て
い
る
が
、
方
針
変
更
し
た
理
由

は
。

【
答
】
「
安
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
市
の
財
源
確
保
が
設
立
目

的
で
あ
り
、
基
本
的
な
枠
組
み
を

作
る
方
針
に
お
い
て
は
同
じ
な
の

で
、
大
き
な
方
針
変
更
で
は
な
い
。

ド
イ
ツ
柔
道
合
宿
誘
致

【
問
】
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
が
中

止
と
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ド

イ
ツ
柔
道
の
事
前
合
宿
誘
致
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

【
答
】
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
状
況
と
と
も
に
、
国
の
感

染
症
対
策
調
整
会
議
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
、

合
宿
の
受
入
れ
は
慎
重
に
判
断

す
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
乗
り
継
ぎ

令和のべおか 
市民派クラブ
河野 治満 議員

自民党きずなの会
佐藤　誠 議員

社民党市議団
松本 哲也 議員

無所属
峯田 克明 議員

友愛クラブ
田村 吉宏 議員

＊注２「ネグレクト」   保護、世話、養育義務を果たさずに放棄、放任すること。 
育児放棄、育児怠慢、監護放棄。
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12月10日 質問

野
口
遵
記
念
館
建
設
事
業

【
問
】
野
口
遵
記
念
館
の
建
設
工

事
に
関
し
て
、
二
度
目
の
不
落

だ
っ
た
建
築
主
体
工
事
の
入
札

結
果
に
対
す
る
所
見
は
。

【
答
】
一
部
の
工
事
種
別
に
お
い
て

金
額
の
開
き
が
あ
っ
た
。
今
後
に

つ
い
て
も
多
く
の
企
業
に
入
札
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
公
告

内
容
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

児
童
虐
待

【
問
】
延
岡
市
の
児
童
虐
待
相
談

件
数
を
含
め
た
現
状
は
。

【
答
】
令
和
元
年
度
は
98
件
で
前

年
度
よ
り
14
件
増
加
し
て
い
る
。

内
訳
は
、
身
体
的
虐
待
31
件
、
ネ

グ
レ
ク
ト
23
件
、
心
理
的
虐
待
が

44
件
で
あ
っ
た
。

部
活
動
指
導
員
派
遣
事
業

【
問
】
事
業
の
取
り
組
み
の
現
状

と
課
題
は
。

【答
】
昨
年
度
は
５
校
７
名
を
派
遣

し
た
。
指
導
員
の
人
材
確
保
が
課

題
で
あ
る
。

注
２

政
策
等
の
形
成
過
程
に

お
け
る
市
民
等
参
加
条
例

【
問
】
今
ま
で
に
41
件
の
意
見
募

集
が
実
施
さ
れ
た
が
、
73
％
は

10
人
未
満
か
ら
の
意
見
で
あ
る
。

一
部
の
声
の
大
き
い
人
の
意
見

が
市
民
の
声
と
し
て
採
用
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
が
。

【
答
】
行
政
側
が
案
を
作
成
す
る

過
程
で
多
様
な
意
見
を
い
た
だ
き

作
る
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

議
会
で
審
議
す
る
の
で
問
題
な
い
。

電
子
版
商
品
券
の
可
能
性

【
問
】
店
側
の
金
銭
的
負
担
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
た
。
今
後
の
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
、
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
と

の
連
携
は
。

【
答
】
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

参
加
に
よ
り
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト

を
通
貨
と
し
て
利
用
で
き
る
機
能

や
電
子
版
商
品
券
と
し
て
の
機

能
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
の
連
携
等
を
視
野
に
入
れ
た

制
度
と
し
て
構
築
し
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

学
級
編
成
の
少
人
数
化 注

３

市
長
の
退
職
金

【
問
】
総
理
大
臣
で
さ
え
一
期
四

年
間
で
五
百
万
円
ほ
ど
だ
が
、
市

長
の
二
千
二
百
万
円
は
あ
ま
り

に
高
額
で
市
民
感
覚
か
ら
ず
れ

て
い
な
い
か
。

【
答
】
市
民
感
覚
に
も
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
第

三
者
機
関
の
意
見
も
参
考
と
す

る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
対
応
を
行

う
。

国
の
持
続
化
給
付
金
と
の
併
給

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
三

波
に
よ
り
、
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
の

飲
食
店
は
大
変
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
独

自
の
緊
急
支
援
給
付
金
と
国
の

持
続
化
給
付
金
を
併
給
で
き
る

仕
組
み
に
変
更
で
き
な
い
か
。

【
答
】
持
続
化
給
付
金
の
受
給
者

に
対
し
て
の
み
、
よ
り
手
厚
い
支

援
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
に

お
い
て
は
併
給
と
い
う
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

踏
み
込
ん
だ
少
子
化
対
策

地
域
福
祉
活
動

【問
】
「北
浦
お
守
り
隊
」
等
の
「共

助
」
の
部
分
を
地
域
で
担
う
活

動
へ
の
方
向
性
と
支
援
策
は
。

【
答
】
住
み
慣
れ
た
地
域
で
共
に

支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
理

念
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
地
域

貢
献
や
介
護
予
防
を
促
進
す
る

も
の
で
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
あ
り
、
活
動
が
市
内
全
域

に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
市
の
介

護
予
防
事
業
へ
の
協
力
依
頼
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

【
問
】
約
六
百
品
目
あ
る
返
礼
品

の
約
半
数
が
年
間
５
件
も
申
込

み
が
な
い
。
取
り
扱
い
の
少
な
い

返
礼
品
を
他
返
礼
品
と
組
み
合

わ
せ
、
コ
ラ
ボ
返
礼
品
と
し
て
返

礼
品
事
業
者
の
売
上
ア
ッ
プ
に
繋

げ
て
は
。

【
答
】
事
業
者
の
勉
強
会
の
中
で
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

返
礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

わ
か
あ
ゆ
支
援
学
校
跡
地
利
用

工
場
火
災

【
問
】
旭
化
成
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム

の
火
災
の
苦
情
や
相
談
に
対
し

て
、
そ
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

【
答
】
市
へ
の
相
談
は
77
件
あ
り
、

相
談
者
に
了
解
を
得
て
、
旭
化
成

支
社
に
情
報
提
供
し
個
別
に
対

応
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
鎮
火
後

の
対
応
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、

火
災
の
原
因
及
び
長
時
間
燃
え

続
け
た
原
因
の
解
明
と
再
発
防

止
策
な
ど
４
点
に
つ
い
て
要
請
し
、

会
社
か
ら
は
誠
実
に
対
応
す
る

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

介
護
保
険

【
問
】
介
護
保
険
料
は
三
月
に
見

直
し
だ
が
、
ま
た
上
が
る
の
で
は

と
心
配
す
る
。
そ
の
見
通
し
を

伺
い
た
い
。

【
答
】
保
険
料
算
定
に
は
国
の
介

護
報
酬
改
定
等
が
影
響
す
る
が
、

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮

し
て
決
め
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

コ
ロ
ナ
対
策
給
付
金

友愛クラブ
本部 仁俊 議員

友愛クラブ
下田 英樹 議員

令和のべおか 
市民派クラブ
猪之鼻 哲 議員

自民党きずなの会
柴　浩信 議員

日本共産党
平田 信広 議員

＊注３「健康マイレージ」   スマートフォンのアプリを活用して、健康づくりに 
取り組み、ポイントを貯めるもの。
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指定管理者制度
とは??

主な議案の委員会審査報告
12月定例議会では、27件の「指定管理者の指定」

について審議しました。

【指定管理者制度】
 平成15年６月の地方自治法改正により、従来、

委託先が公共団体、公共的団体、地方自治団体の出資法人等に

限定されていた公の施設の管理運営を、民間事業者も含めた幅広い団体にも委ねることができる

ようになりました。

（※『公の施設』とは、「住民の福祉を増進する目的をもってその利用に供するための施設」のことです。）

【制度創設の目的】
 多様化する住民ニーズに、より効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用しなが

ら、住民サービスの向上と経費の節減を図ることを目的とするものです。

　

【12月定例議会において指定管理者の指定について審議した公の施設】

※上記議案については、すべて可決されました。

【12月定例議会での主な質疑・応答（厚生教育委員会）】

『田園都市中核施設延岡総合文化センター、延岡市公会堂「野口記念館」』の指定管理者の指定

　地方自治法第244条の２第３項の規定に基づき、上記施設の管理を行わせる指定管理者を指定するもの。

　◇指定管理者となる団体の名称：公益財団法人　のべおか文化事業団

問． 公募に応じた２者を比較すると、審査基準の「利用者の満足度や要望の把握およびその実現策は適切

か」の項目等は、もう一方の申請団体よりも、今回の指定管理者の候補者の方が低い点数であるが、今

後、次期指定管理者に対し、どのような指導をするのか。

答． もう一方の申請団体は、全国で60以上の公の文化施設、ホール等を運営しており、自主文化事業等のノウハ

ウや顧客の満足度を把握するアンケートの方法などを具体的に示した点で評価されたと考える。今回のプレゼ

ンテーションは、担当課としても大変参考になったものであり、プレゼンテーションから得た他の文化施設の取

り組みやノウハウについて伝えていきながら、利用者の満足度を高めていただくような取り組みをしていただき

たいと考えている。

延岡市民協働まちづくりセンター 延岡市島野浦島開発総合センター

延岡市森林総合利用促進施設鹿川キャンプ場 延岡市ETOランド速日の峰

延岡市祝子川温泉美人の湯 延岡市祝子川森林レクリエーション施設

延岡市黒仁田地区営農飲雑用水供給施設 延岡市家畜排せつ物処理センター

延岡市共同作業場 農林産物集出荷貯蔵施設

下鹿川林業者健康増進用建物 高齢者活動促進施設

北老人福祉センター、南老人福祉センター 延岡市東海デイサービスセンター

延岡市岡富デイサービスセンター 延岡市島浦デイサービスセンター

緑ケ丘児童館 旭児童館

長井保育所 島浦保育所

延岡ライトハウス盲人ホーム、延岡ライトハウス点字図書館 余熱利用健康施設ヘルストピア延岡

延岡市北方南部地区体育館 延岡市北方健康福祉センター

延岡市北方デイサービスセンター 延岡市北浦デイサービスセンター

田園都市中核施設延岡総合文化センター、延岡市公会堂「野口記念館」
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（国土交通省延岡河川国道事務所での提言）

令和２年度延岡市一般会計補正予算（予算審査特別委員会）

主
な
質
疑
・
応
答

【市史編さん事業】　《補正額：270万９千円》
　市史編さんの基本計画を策定するにあたり、より広く市民の意見を聞くために、懇話会委員を増員

したことに伴う経費を増額するとともに、編さんを担う編集委員会の開催に伴う経費を追加計上する。

問． 市史編さん懇話会委員を10人から25人に増員しているが、委員の構成と増員した経緯につい

て伺いたい。また、増員したことによる効果は期待できるのか。

答． 各年代・時代ごとに専門で研究している学識者６名、商工会議所など市内の団体の代表６名、

市民公募者が13名である。市民公募では、作文の提出と選考面接を実施したが、いずれも非

常に熱心で事業に対し想いの強い方ばかりであったため、すべてを委員に加え、25名とした。

これまで、２度の懇話会が開催され、積極的な意見交換が行われたが、収集した歴史資料のデ

ジタル化や調査の段階で市民の協力を得ることなどの意見を基本計画案に反映した。

【健康マイレージアプリ構築事業】　《補正額：1,094万５千円》
 既存の健康長寿ポイント特典制度において、「新しい生活様式」に対応するため、現在の紙媒体

でのポイント配付に加え、スマートフォンの健康マイレージアプリを構築し、若年層の参加率向上や

市民の健康づくり活動の向上を図る。

【地域ポイント制度導入推進事業】　《補正額：1,430万円》
 「地域経済の活性化」と「市民のまちづくり参加」を同時に実現するためのツールとして、「新しい生

活様式」（キャッシュレス化）に対応した延岡市独自の「地域ポイント制度」を令和３年度から運用開始

するため、システム及びアプリの構築を行う。

問．２つの事業は委託先が同じだが、同時発注はできなかったのか。

答． 健康マイレージアプリについては複雑で特殊なものとなっており、アプリでポイントを貯める場面

などにおいて、システムの根底に違いがあるため、別々の発注となった。しかし、システムおよび

アプリの構築においては、所管課と委託先とともに協議を行い、それぞれのスケールメリットを生

かして、可能な限りコストは下げたうえで、別々のシステムとして提案した。

九州中央自動車道の早期整備を！ 長浜・方財海岸の侵食対策に
関する意見書を提出

 九州中央自動車道

の早期整備を目指す

ことを目的に、九州中

央自動車道建設促進

沿線議会協議会（熊

本県（１市５町）、宮崎

県（２市５町２村）およ

び大分県佐伯市の議

会で構成）を設置し、

決起大会の開催や提言活動など積極的な整備促進の運

動を展開しています。

 今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、総会・決起大会は書面開催としましたが、10月21

日、22日に国土交通省延岡河川国道事務所および国土交

通省九州地方整備局への提言活動を行いました。

  ９ 月 定 例 会

最終日の本会

議において、宮

崎県知事宛の

「長浜・方財海

岸の侵食対策

に 関 す る 意 見

書」を可決しま

した。

 11月16日に、延岡市議会議長および産業建

設委員会委員長が県庁を訪問し、宮崎県県土整

備部長へ意見書を手交し、意見書の趣旨説明お

よび意見交換を行いました。
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（政策提言の様子）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
日
本
、
世
界
中
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄

さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
我
慢
の
一

年
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
の
中
、

う
し
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

丑
は
、
十
二
支
の
二
番
目
の

干
支
で
、
方
位
は
北
北
東
、
時

刻
は
午
前
一
時
か
ら
三
時
、

万
物
の
寝
静
ま
る
と
い
う
時

刻
、
力
を
蓄
え
静
か
ら
動
に
移

ら
ん
と
す
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一

日
も
早
い
収
束
と
、
今
年
一
年

が
静
か
ら
動
に
、
明
る
く
希
望

に
み
ち
た
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

今
年
も
市
民
の
皆
様
に
、
よ

り
わ
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　延岡市議会では、「市議会及び市当局が共通の認識のもとに政策を検証する機会を設けることで
議会内における政策理解を深め、市議会として市当局の政策立案及び改善に向けた提言を行うこ
と」を目的として、平成20年に政策提言議員協議会を設置し、市当局に対し様々な政策提言を行っ
ています。
　今年度は、12月22日に、議長、副議長、政策提言議員協議会の代表幹事、副代表幹事の４名で市
長に政策提言を行いました。提言内容は次のとおりです。

１.南延岡駅のバリアフリー化
　南延岡駅は駅舎が２階にある橋上駅で、ホームに行くまでに階段を上り下りしなければならない構造
となっている。大きな荷物を抱えたビジネスマンや、高齢者、体の不自由な方などから階段の上り下りが
できないとの声が寄せられており、バリアフリー化は喫緊の課題である。
⑴ �南延岡駅バリアフリー化促進期成会と連携し、南延岡駅利用者の増加に向けた施策を展開するなど、
官民一丸となってバリアフリー化に向けた機運醸成を図ること。

⑵ �駅舎建替を含め、市として整備手法を研究するとともに、応分の負担による整備の可能性等、JR側とよ
り踏み込んだ協議を行うこと。なお、整備手法については、パブリックコメントを実施し、広く市民の
意見を聴くこと。

⑶ �財源確保に向けた国、県への要望活動を強化すること。

２.愛宕山の防犯灯の整備
　愛宕山の防犯灯を整備することは、健康増進のために
夜間や早朝に散歩される市民の安全面に寄与すること
が期待される他、観光面においても有効な手段と考える。
⑴ �防犯灯が整備可能な場所を選定し、その場所に合っ

た設置手法を決定し、早期整備に努めること。
⑵ �防犯灯の整備と併せた樹木の伐採を実施し、防犯と

景観の向上を図ること。

【テレビ放映】 ケーブルメディアワイワイ　111 ch
【ラジオ放送】 ＦＭのべおか　88.6 ＭＨｚ
【会議録検索システム】 延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会 ＞ 会議録検索
【本会議録画映像インターネット配信】 延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会 ＞ 議会情報一覧「録画配信」

議会が市長に政策提言


